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サル赤血球の植物性凝集素 (PEA)に対す

る型特異性に関する研究

水谷 誠 (日本生物学研究所)

18位のマメ科植物を含む41攻の植物性狭袋素 (PfIA)

についてニホンザル15個休,アカゲザル10個体,ブタオ

ザル1個体,ミドリザル1個体,バタス1個休に対する

凝集性を調査した.結果は次の4種に大きく区分 され

た.

1.すべてのサル赤血球に対して陽性のPHA:イン

ゲン,エソドゥ,ソラマメ,カササギマメ,フジ,アカ

シア.二七アカシア,ジャガイモ,ワラビ,ゼソマイ

2. すべてのサル赤血球に対して陰性のPHA:アズ

辛,クfl-,ミ,L'l/〆,,t=イヨウ-ナズオク,ゴボウ,

チシャ,〆イコソ,サツマイモ,ホウレンソー,ナス,

トウモT3コシ,エソジン,パセリ,スイカ,ウリ,オク

ラ

3. サル税調で投錨性の異なるPfIA:ダイズ,ササ

ゲ,ti'-ナツ,オジギソウ,ネム,クズ,-ギ,シソギ

ク,サ トイモ,クリ,カボチャ,ヒマワリ,ミズキ,ソ

テツ,ネギ

4. 11J･ル柾内で個体差を区分すると思われるPHA

ニホンザル :サトイモ,クリ,ソテツ,ネギ,ピーナ

ツ

アカゲザル :クズ,-ギ,ネム,サ トイモ,クリ,カ

ボチャ,ヒマワリ,ソテツ,ネギ

ヒヒ:ネム,シソギク,ネギ

ヒト:ダイズ,クズ,シソギク

今後,超内変異の詳細な調査を行なうとともに多数の

サル塩の凝岱性の調査を行ない,喧 の々PHAに対する

赤血球洗鉱性からみたサル畦間の税縁関係を検索した

い｡

ニホンザルの胃虫の生活史に関する研究1)

町田 昌昭 (科博 ･動物)

ニホソザルにはいわゆる胃虫とよばれる線虫StreiIio-

ilharausi)igmcntatusが寄生し,幸島では本種による

被Trtもあらわれている｡本線虫はSEIiruroideatdt日に

屈し,生活史は投経で,その発育には中間宿主を必要と

するが.これまで生活史に関する研究は全く行なわれて

いない｡そこで次のような調査研究を実施した｡

1. 串也で胃虫の中間宿主と考えられる糞食性甲虫を

1) 荒水潤 (帝京大 ･医) ･松林桁明 ･千集敏郎 (霊

長研)との共同研究｡

採集し,実体顕微鏡下で解剖して,胃虫の被袈幼虫の寄

生状況を調べた｡その結果,亭島からミゾムネマグソコ

ガネAbhodiusmizo,オオ七./チコガネGcotruPes

auratus.クロマルエソマコガネOntho♪hagusaier,コ

ブマルエソマコガネ0.atriPennisの4位の充食性甲虫

を採鉱し,そのうちオオセンチコガネ,クFZマルエソマ

コガネ,コブマルエソマコガネの3位から田虫の被褒幼

虫と思われるものを検出した｡すなわちこれら3位の甲

虫は,胃虫の中間宿主と推定される｡

2･ 甲虫から採取した被襲幼虫を予備実験として家兎

に経口投与したが,感染は成立しなかった｡

3･ ニホンザルにも投与したが,冬季のため十分な被

褒幼虫が採取できず,田虫の生活史を完結するまでに至

っていない.

本研究は50年度も引続き実施中である｡

霊長筆削こおけるインド-)レアミン酸東添加酵

素について

平日扶桑生 (京大 ･医)

藤原 元和 ( 〟 )

野見山純続 ( 〝 )'
早石 修 ( 〝 )

ウサギ小腸から精製したイソド-ルアミン酸苅添加酵

素はプロト-ムⅠXを祈酵素とする-ム蛋白でありトリ

プト77ソ,5-オキシト1)プト77ソ,トl)ブクミン,

セロトニンなどインドールアミンのピロール群を酸化的

に開裂する｡本酵素による七｡トエソの反応生成物であ

る51オキシキヌレナミソは脳底動泳平滑筋の収鰍 こおい

てセロトニンに対し括抗作用を示す｡従って,インドー

ルアミン酸素添加酵熟 土イソドールアミソの生理作用の

調節に重要な役割を洪ずる可能性が示唆されるので,今

回我々はアカゲザルを用い,本酵素の分布を調べると非

に本酵素がinvivoで機能するか否かを扱来した｡

本酵素活性は肺 ･胃･小腸 ･大腸 ･肺臓 ･肝臓と共に

大動泳 ･気管 ･舌 ･脳などに兄い出され,その分科 まセ

ロトニソが生理活性を示すと考えられる肱掛こ奴略一致

する｡脳内においては松果体 ･泳結膜 ･クモ脱に活性が

高い.これら酵素活性発現には共通してメチレン腎及び

アスコルビン酸が必要である｡

本酵素が fnviz)Oで実際に機能しているか否かを調べ

る目的で5-オキシトリプト77ソを腹追内に投与し,24

時間尿における代謝物を分析した｡芳香族アミノ酸脱炭

酸酵素の阻書剤を併用した時,5-オキシト1)ブトフアン

のピロール環開裂物質である5-オキシキヌレニンが有意
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に分離同定された｡

以上の91駄小穴は,イ･/ドールアミン酸邦添加彬邦が

忠良研 (アカゲザル)に存在し.イソドールアミソの代

謝及び生理放伐充現に悶11-･している可憶性を示攻する｡

実験室環境下 (温度22oC,湿度62-77,.i)
におけるニホンザルの拓食塁および構水星l)

大野 拓夫 (愛嬢大 ･医)

一定温度22oC,相対湿度62%および77%,12時間人工

明暗交代の環暁条件のもとで,個室ケージに飼育された

4頭の雄の成熟ニホソザル(平均体盃12.0kg)の摂食量

と1,Tt水皿を測定した.摂食丑,摂水量は個体差が大きか

った｡相対湿度の変化に対して択食畳には有意の迄がな

かったが,摂水鼠は,相対湿度77%の時,62%の時より

有意に大きかった【

霊長Elにおけるサイロキシン結合蚤白文の進

化に関する研究2)

四名部雄一 (岐阜大 ･£隻)

EiF<日に尻するいろいろの椛について,その進化の道

私 仰互の近柁関係を探るため,サイpキシソ結合ブt/

アルブミソ(TBPA),およびサイロキシン結合〆｡ブ

リソ (TBG),について調べ,TBPAについては多型

現象における迫伝千gZit皮,TBGではサイロキシソ結合

鰭を調べた.

1. 現在まで通芥1810個体のヒトおよびサルから血淀

を採取し,181Ⅰ標識サイT,キシソを混和した後アガT,-

スゲル花気泳動を行ない,エックス線 フイルムを あて

て,オートラジオグラムにより,TBPAの存在と型を

決定した｡比較的多くの個体数が得られたのは,ニホソ

ザル1092,ヤクザル149,アカゲザル219-カニクイザル

73,ヒト71などである｡この結果,TBPAは狭舟泣矧こ

のみ存在し,多型はオナガザル上科 (Cercopithecoids)
にのみ存在する市がわかった｡ヒト上科 (Hominoid)

はすべてF型に固定している｡オナガザル上科に屈する

椛は-紗こPAPの迫伝子頻度が高いが,ニホソザル,

ヤクザルはPASに固定されていた｡

2. ヒト,フクT)テナガザル,-1ソトヒヒ,ニホンザ

ル,アカゲザル,1)スザル,ヲザル,ツバイについて,

各々5-10個体を用いて,TBGおよびTBPAのサイt,

キシソ広大結合随を調べた.TBPAはオマキザル上科,

原粒抗にはなく,狭舟泣mの椛にのみ存在するが,放大

1) 加藤良夫 (京大･皿F<研),正分界火 (奈良女大
家政)との共同研究｡

2)Tanabe.YりM.Ogawaand冗.Nozawa;
(1974):Polymorpllismofthyroxine･binding
prealbumin(TBPA)inprimatesspecies.
Japan.J.Genetics.49(5)2651273.

結合舵はアカゲザル174FLg/dl,ヒト161lfLg/dlで種問,

上糾問に大きな益は認められなかった.TBGはすべて

の皿F{口の秒こ存在したが,I)スザル,ヨザルは殆ど0

に近く,アカゲザルは51FLg/dl,フタロテナガザル52

FLg/dl,ヒト43jLg/dlで狭丹頂矧こ屈する攻では大きな

凸はなかった｡

ニホンザル個体群の環境に及ぼす人類の攻撃

作用について

千葉徳爾 (筑波大学歴史 ･人瑛学系)

今回は狩猟者の直接捕獲行為とその日的忙しぼって,

全国各地の主要規型を整理した｡

1) 九州 ･四国及び中国山地では,狩猟者は単独行動を

とり.少なくも表面的にはサルをとると崇りがあると

して,捕捉しない.規りの種塀は不具 ･火災が主であ

る｡しかし,辺fjE部ではひそかに捕って主として薬用

に穴る者があったらしい｡

2)紀伊半仏から中部日本の山地でもIlt独狩猟者がほと

んどで,宗田的にはサルの拙技な好まないが,禁忌の

m点は一四位をとらぬことであり,兆田についてはさ

ほど禁忌がないのみならず,これな井川に伏するため

主要な仕都にしていた者があり,そのため絶滅したニ

ホソザルグルーブもある｡非Fr)の主口的は琉部の照焼

であった｡

3) 日光山地から上越 ･金印力両の狩刑は,かって共同

であったらしく.現在もその説IILと想われるサル捕り

仲間の形式が践っている｡犬を使用するものと使用し

ないものがあるが,犬を用いる形式が古いらしい｡禁

忌としては,自己が緑ある動物 (干支 ･信仰など)杏

捕らぬという場合,申年だからサルをうたぬという以

外に,ほとんど捕狂を忌むことはない｡揃狂目的は琉

部の黒腕を薬用とすることにある｡

4) 山形 ･秋田･岩手などのいわゆるマタギ仲間は,サ

ルヤマを寒中の共同狩猟として宍施し,犬を使用し全

く禁忌をもたない｡揃技目的は絹の胞と同様にサルの

胞を利用し,また深部を牛.鴨の既の守詔神として仮死

すること,さらに胎児を餌女の産後の射 こ詑るにあっ

た｡一部にサルは人詔を耶するから捕狂時には通常の

If)詔と逆に,先見した切合 ｢サル居ないぞな｣どと言

うⅥ行もあるが,その発生は新らしいようである｡

5) 以上のように,何西日本から東北日本にかけて,現

行の狩猟者のサルに対する攻撃方法や目的に差異が認

められる理由は,主として西南日本で近世何等かの宗

教者の勧説が行われた結果で,同時に現在ニホンザル

個体群の存在形腰に,ある程度の作用を与えているも

のと判定される｡しかしながら,その詳細は今後の解

明にまたねばならない｡
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